
く報告 ) 

12 山 IC"" 報告記 
エフ・アイ・エー "" ， "" 会社樋口 慶郎 

はじめに       あるため，       はないだろうというのが大方 
フローインジ ヱ クション分析に関しての 国             は の   ではあったが，やはり不安 十   ぐえない。さて， 

          る IC    と Fbow    小垂 (7)2 つが     こんなとき日本イ     ムで 頼りになるのは， 、   
され，日本から         の 参 力   があり，常にその 存 ―   ムを   るのは「ヒットラーライクな 」 ( プラ 
在感を示してきていることはご存知の通 りである。 ハ 道中 記 ， 板   之 先生記，   ， P271) という表 

Fbw    d 咋 L は 3 年おきに     崔 され， 2    年 2 月の     哺堵 になった (?) 酒井 先 呈しかいないと思った 
  ストラリア大会で 9 回を数えている。 IC    は チ の十 茸山だけではない十       である。というわけで， 必           
エコ・プラハ (1    年 6 月 ) ，タイ・チェ "    イ ( 刑 1  的に今回十回 酉 共   に             をお 顕 いする運びとなっ 
年 12 月 ) に次 V や       の 12 回は ，南米       ズエラ・ 仁 先生はそれでなくてもお忙しい方なのに，       
メリダで刃 田 年 12 月 7 日か 613 日まで 開催 されね 教 授 が アメリカ留学中という条件の 中 ，旅行     土との 

そして筆者が，その     記を担当することとなった。 交渉はもちろん，日本から入 幸 が   な       ズエラ 国 
国際会議での筆者の主な任務は，学会以外の 諸 業務 一 の 巳 などお骨折りを頂いた。ここに改め 
(?) にあると認識していることから，前回 Fbow  て ― 同 ，むより 麟 伸し上げます。 

  dFL 川 (t7 ルシャのの     記と       ，禾     な感 
情も込めた道中 記 とさせていただくことをご 了   頁 い   いカード 
た 、 t 本         の 圃 よ         について十   田泰 広   紳       の 旅行がこれまでのものと大きく異なる点が ， 

奈川工大 ) が   された「ぶんせき 4 月号 ( 肌 ) 」 旅の始めと終わりに必要だった 2 枚の黄色いカード で 
を     卜             下さ 、 b あった。その正体は                       明書と帰国時の 

      の 日本からの 参力   (      ) は ，本水 昌二 ( 岡   状態申告書，我が家では，   、 らは「 予   
山大 ) ， 酒丼出     授知   ) ， 刀哺       ― ( 干菓 た ) ，松 を受けなけれ十九、けないような国に何で行くの」とま 
  青 ，     稔彦 ( 九州大 ) ， 善 木道雄 ( 岡山   ) ，中 で言われたものだっ       その主張には― 理 ある，事前 
野 嘉文 鳴取   ) ，   ，飯田泰 広 (        川工大 ) ， に旅行     妨、 ら 渡された資料では       を受けられる機 
長岡 勉 ( 大 R      夫 ) ， 用     ―， L 山 ( 北見工刀， 板 関が限定されていて，わざわざ     まで足を運ばなけ 
  之 ( 群馬大 ) ， 受 田浩 乏 ( 高知大 ) ，田中秀治           
島カ ) ，樋口   ほ ( エフ・アイ・エー     ) 及               

3 名               勢 19 名であっ 仁 

ベネズエラという国について 
      ズエラと聞いて皆さん ¥ まオ 可をイメージされるで 

しょう ? 西武ライオンズの カ ブレラに代表される 里     L   黄   ツの   
            ま，       は…， 何も知らない       でし 仁 ( 耳なさん 
も星斗       の 際 二   図でご 確 詔、下さい ) テレビなどの 
国               では， 本         開催の少し前，     カラカスで 
  模な暴動け ) が     生して， 7 鞍 状況は極めてよ 
くないことが予想された。もちろん，実際の     まカ 

ラカスから       で 1 日新田ほど行った メリダ という 都 

ればならない   ; いること [ 劫口え ，「       10 日間ほ 
ど 繍 が続くことがある」， F        田分間は医師の 
"" 下におかれ， "" 。 " 」など， " に いろんな "" 
が飛脚、，初めて     験を前に― 層 不安が   中， 

私の     は捜重したその 晩 ，やんごとなき理由により 
鋸 酉 を       義なくされたが，             書き通 り 「 飲み過ぎな 

いように」心がけたため事なきを得た。しかしせっ 
かく出向いたのに     で 鋼 i 受けられなくて出直し 
をさせられたり，いまだに       のあとが痛んだり， 結 
構 大変だった。―方では， 蘭 重のおカ 、げ       粉     i お 
さまった ( 気がするだけ ?) との思わぬ 良性の 畠惟 月 

の報告も舞い込んできた。その後も含めて       頁が 

あれば筆者までご         いただきた V@ 、 @ 0 接 種 に   る 料 
金が煎哀とそれ       の               く違っていたのも不 
思議 な話で ，実 はこの       馬   だけでひとつの             に 
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なるのだが，       の 郎 含上 こ     で 咋 めることにする。 
帰国 時 ，成田で黄色い申告書に "" 状態を言 、 " しな 

ければならなかった。そのとき回 。。 もなかったので 
あるが，自宅 t      いてからどうやら腹の具合がおかし 

くなっ " ねこ " 、 状を例によってメールで流 寸と， 案 
の 定 ，何人かは同         状がでているようであったが， 
幸いにも原因は帰りの機内食にやられたらしいという 
ことで落ち着い仁後日わかったことが，医師の 「大 

丈夫」という               にも「       ズエラという国から帰っ 

たら下痢になったんだから，よからぬ 病気に 冒 された 

のかもしれない， ち やんと   してくれ ! 」と 迫った 
    二がいたと聞く 。       の黄色い 2 つのカード 低巳わ 
ぬ エピソードを作ってくれた 

なお，筆者 f 、 """ 予防のために携帯 "" 取り器を 
          して，板   とともに肌身離さず身につけてい 
仁幸いあまり 蚊 に悩まされることはなく， 携帯 型蚊 
取り器だけが   の 人女の 注目   める結果 となり， 

筆者の         ，ポスター   で 蚊取り器について質問し 
てきた，           竺 さんにあげて帰ってき 仁 

メリダ は遠かつた―飛行機と     ― 
      の 旅程十   日 づ シカゴ づ マイアミ づ カラカス づ 

メリダ でちょうど地球のほほ裏側まで   るもの。 

      してみただけで体力と忍 而切泌 要と思うの 十茸 L だ 
けではなかった f    。救いはフロリダ半島の     の 
マイアミという   ，しかし残念ながら今回は夜中 
目   ，     であった ， 皆さんまた来るとき         し 

みにとっておきましょう。カラカス 国           港での トラ 

ンジットが       の     員   の           と予想されてい仁 

案の定まず， 国際 線から国内線へ   が変であっ 
仁日諦剛 こして 5 分 くらい歩くうち，大   調き 
    人がたむろして何だかわからない言葉をかけてく 

る。気のいい日本人がちょっと     でもしようものな 
らもう 妓往 きの反省を 竺 かして復りは全員無言の 

まま，ただひたすら前を見て国           ターミナルをめざ 
す。息を切らしながらの           了の   で事なきを得た 。 

また，乗り継ぎに方     が約 5 目諦目 ，       ヵ % 旬 8 日部 田半 

という充分な日 諦 田があった。もちろん ?        の問題で空 
港の外にでるわけに f 山 うかない。空港ターミナルでい 
かに楽しく過ご   が       々  に課せら 

しかしそこは国                       力   です，いろんな意味で学 

習をして，       そらくカラカス空港を隅みまで加 る 

世界で ― 番のツーリストと言っても過言ではないでし 

ょう 。 空   で目にしたものだけでも， 「   と記さ 

れたハ   キ をした店員のいるスタンドすし屋 ，     

焼き 。 " 子を売り物にしているレストラン，阪神タイ 
ガースのはっぴを着た     人などなど，       ズエラの 
人み f ， " と日 。。 " 。 、きなのかもしれないと思った。 

また，ビールの品定め，レストラ         の   ダー   
方 ，ス     ン                     など，これから メリダ に乗り込む 

にあたって，貴重な学習の 卜諦 田となった。同時に復り 

には，       ズエラを名     しむという時間もまた，充 
分に持てたこと十   の思い出作りに         ったのではな 
かっノヒ カ十 

カラカス ーメ リダ 間 は久しぶりにプロペラ 機 ，私に 

とっても新     行の中国以来，久しぶりにスリルを味 
わうことができ 仁往 きでは，乗客がどんどん入って 
くるのにどう     してもシートが足りな、 L どうする 

かと思いきや， 乗 容のおじさんがスチュワーデスの 席 
でこちら向きに座っているではないれ当人もまわり 
も全く不 甲礒た 旗をしていない，むしろ 我 みを見て「な 

んで変な外国人がこんなに座っているんだ，お         こち 

のおかげで迷惑しているぞ」と言、   うな 隆訊 な顔を 

しているのであった。飛行中はちょうど タ陽 が山並の 
片方を赤く照ら   卜 常に美 い、     に           した。もと 
もと山が高いのだから飛 オ搬刈       を飛んでいるかの 
ように，山を近 口             じた。メリダ空港に到着する技 
術にもまた 感 動，「あれ f      路を通 り越したんじやな 

い」と思う間もなく 凹度急     ，見事 6 園       。 

やっぱりプロペラ機十 カ」     りが聞く         、ある。 

復 りはまだ 磁 ; 明けき らぬ   にメ リダ空港にタク 

シーで凍りつけた。 空   建 物はまるで日本の   ロ 

ーカ / 噛の駅舎のような作りで，のどかであっ 仁乗 
り込んだ 飛オ     では，にわとりが「コケコッコー ( ス 

    ン 語でどう 鳴くヵ叫 ま勉強しなかった ) 」，いくら早 
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朝の演出とはいえ，にわとりが客室にいようとは，何 
でもあり   オ     でした。しかし，この   の   ; 何 
ともミステリアスでした。                   ，明日 確 合時間     

達をしようとしてびっくり，それぞれ，人によって 7 

時 山分と， 6 時妬 分と               隷 u の言日 鋤， 違 
う ，ましてそれまで 7 時 30 分と思 、       でいた   
骸 u である。 結     f      室 したのは 6 時如公 ，ひと 

つ間違えば全 " ，。 に間に合っていなかった。復路 最 
，         山地のニューヨークは雪，出発が遅れてしまって 

成田に着いたときは，国内での   i できない   方 

もいらつしやっ 六 Q 皆さん― 、し仁 

友よ 
友 を     の言葉で「アミーゴ」   小日，「アミーガ」 

次     と言う。筆者も             けて 劾口 している IC   
Fbw    d 咋 L を通 してたくさんの友ができ             

もまた，たくさんの旧友と     し 新い、 友もでき 仁 
カラカス空港にトランジットの不安をいっぱ、   えて 

到着したところに，今回の   ガナイザーの― 人 J ・ 

B    e 田 (      山 S 大学， 田 n    e 田 ，ホセ ) が 

立つているではないか， 我 みの安堵の気持ちたるや 想 、 

像をはるかに超えるものであった。その人がいるだけ 
で，む 月食、         持ちになる，特に初めての外国では―層で 
ある。また，メリダ空港では タ ラップを降りて     の 
ようなターミナルに向かおうとすると， 人 みがさ     て 
こっちに向いて手を振り " 。 をあげている。まさ ヵ戟み 

に向けられている f      はないと思 、   つ， 近づいてみ 
ると MB    era ( ホセの   。     LS        ， マ 

/[/@t@ ﾑラ ) ともう - ― 人のオーガナイザー よ F S 由山 n 

  血           ， SOu 山     ，クース ) を中心に関 
係者―同であっ 仁 初めての         なのに何かは   、しい， 

リ列     中 ，彼らの   的ズ   切には日本人― 同 ，感 
謝， 廟杜 

他にも タイ をはじめとする多く     の 友とメリダ 
の 地での     を楽しんだ。また，       はほとんどホテ 
ル から出ることがなかったこともあって，食事         
中，常に顔を合   たホテノ   従   の フェデリコ， 

フェルナンド，マリア，彼らのお 洞ナで               な ホテル 

ライフがものすごく楽しいものとなっれこうして   
。 " して世 堺 中の人と友達になれるなんて本当に 。。 
なことだと思う。さらに，私の       十   と呼ぶには失 
礼なことだが，日本から参 茄 されている有 堵な 多くの   とこれだけ長期間， - 緒にいられたこと p               

で   。 

国       議について 
        十支 エクスカーシヨンを 1 日 はさんで 6 日間， 

連日朝・ 8 時 30 分から 昼含 ，コーヒーブレイクをとり 
ながら タ方 6 時まで， ロ     ，ポスター   と     

ハードに行われた。詳細な         については「 ぶ   き 

4 月号，飯田   」の記事を是非ご覧いただきたい。 

世   国から約 130 名   藻 う中，日本の グル 
―プ が田名であったことは         野において， い 
かに日本のアクティビテイーが高いか，知ることがで 

きる。もちる ん 参 力   るだけではなく， 口       37 
性中 11 件 ，ポスター   では M 性中 7 件が日本の占 
める割 。。 である。 

私にとっては   において，                 ぎと               析 

        をいかに           っけていくかが自分   命と営み 考 
えているが，そのためのハード， ソフト面 で今後どの 
ような方向に展開して行くべきであるか考えるのに， 
大いに " 。 になっ 仁 

気 むが   るというか，ほっとする     であっ 仁メ 
エクスカーシヨン とバン ケット 

エクス ヵ ーション ではバス 2 台に       して標高 約   の 山登りツアー ヵ申了 われた               了 われてい 
る メリダが 標高 勺 I    とそれだけでも高いところ 
であるのに，さらに富士山より高い山に登るのである。 

もちろん，私にとって生まれてはじめて   ，まず， 

3    のとこ 6 で   ，ここで体     の薄い       
に慣らした後，いよいよ バス で行ける最高峰に到   し 

      あまりの     と日本で体験できない高い地点に立 
っているということで興奮を抑えきれず，思わず バス 



から飛 び降り仁 しかし案の 定 10 歩 も歩かないう 

ちに息が苦しくなり，大の男がこれしき ， と意 気 込ん 
でみたもののそれ以後は，しばしスローモーションの 

世堺 ，それにしても 慮 働の - 歩であっ 仁 
5 日目の 夜 十かべ ン ケット ヵ申子 われ L  夜 8 時 スター 

トの 予荊 ; ，       合で田       れで席につき，テ 
ーブルにウイスキー， 赤 ワインなどが配られ，セレモ 

二 ―もなく，なんとなく始まった。 、       をしている雰 
囲気十         じ   るのであるが，なかなか料理が出てこ 
ず，ただひたすらアルコー ノ   み ， 9 時 30 分ごろにな 
つて日本                         ( よ   をサ     して本水 昌 
二委員長のスピーチ ヵ￥了 われ次いで                             酒井 

出 """ 員長から J 岨 及び ""  の 20 年の "" 
が紹介された後， G ・         ， E ・ H  H    田 ， よ 
B    e 口 ， J4F. S 佑山 n の各     に J    から       子       びメ 力用 ; 贈られ仁さらに， Sue         
p こ 十ま   にわたる IC    への     こ対し先のメダル 
より―回り大きなゴールドメダル ヵ唄曽 呈された。受賞 
された   干塊 喜んでくれて，パーテイーが終わ 
るまでメダル刻     されることはなかっ 仁 10 日       ぎ 
料理の西     があり，これでつ と アルコール       も 

のを腹に   ることになっ 仁 また，これを合図に男 

女 ペアダンサーによる       ズエラダンスにはじまり， 
メキシ カ ンミュージックの主演奏が開始されるや， 

B    e 田夫妻が中央に出てダンスを始めるとそれか 
らがもうた、   A@! 負けじと         夫妻，       
ズエラの若手 ヵ           みと内に出てダンスを踊りだす。そ 

のうちに来るぞという 緊                   う渤 川本ダン   ズ 
にもひとり づつご斗銘がヵ功、り ，   籍 男女ペアの 無 
国籍ダンスの   、           中に広がっ 仁 筆者も何人もの 
女性にエスコートされ ( もちろんエスコートする自信 
と揃 子など持ち合   ていな、 り，イ牒         の ダンス を 
    してしまつ東 L どうみても   の 方々十   潰れし 
ている，これからの ""  の "" は GOOdDan 田 r た 
れ ! @ 全員が輪になり楽しく激しく踊りまくっても 

終わりが見えなれひとしきり踊りつかれて     に座 
る日本ダンサーズの目の前で，     t      夫妻， 
B""era 夫妻は延みと踊り続けている。それがまた 

上 干 なのである。こうして日本ダ     ーズは宴の終わ 
りを見ないまま 12 日       ぎ         をあとにし 仁 いつま 

で続いていたのだろうか，終わりを見たかった気もす 

る。 

        ルライフ と 恒例ミッドナイト ミ         インダ 
， " の， " となった ホテノリま， """ 。るに f 、。 ばら 

しい "" にあり， "" ，いつになく " 。むに， " に足を 
運び ， 座ってい仁それ故，生活が               になりがちで 

あったが，そこ 十 餓が グノ   プ，話 題づくりには事ク 
かなかった。ホテルの周りは住宅         、，かなり歩かな 
ければスーパ   コンビ 二 などないらし、 b それでも 

チャレン、         るのが我が足軽       ある。紹介されたシ 

ョッピングモールに 夕 食の 買 出し [ ゴ了 ったときのこと， 

フライドチキンのセットのようなものを   ダーした 
のだが，               が全く通 じないしせめて 数 くらいは ス 

    ン 語で言えるように勉強しておくべきであったが 
誰も会得しないまま「 3 」が言えない，そのくせ た "" 
か 「 4 」が「クワ トロ 」ということ頭に入っていたの 
で 「クワ トロ ，クワ ト口」 と叫       ビザ 2 枚と合   
て   たのであるが，い   も     様で大きい。 
アルコールをどう   るかも           であった。何を売 

っている店 ヵ伴 L 断 はつかなかったが， MQU 九 となん 
となく予感させる文字につられ店内へ，コンビニ とは 
--        う   な   U の 中 ，ビールと思しきものを発見 
して店のありったけを購久した。店員は   、た表情で 
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あったが， 我 みも笑うしかなかっ 仁 ショッ ヒレ グモ 
ールには自動パ 満 ほどの大きな "" を担いだ警官 ( 警 
備員 ?) が角みに立っており，大きな       を抱えた， 

どうみても   な姿の 3    F をどう見たのか，     を 
振りまきながら帰り道         " ぐしかなかっ 仁 

ホテルで十ま 停         ; 日常のよう，しかし，運が悪いと 

悲 ;" を生みかねない。夜のレストラン で I 先 " 。汁イ 
レ に入ったとたん明かりが消えた。そこ 十嫡 の 利く 
U    ざ 持っていたライターの 灯 りで     を照らしな 
がら救出に向 ヵめ仁 すると I -@9@¥ カ JL な灯 りを 携 
えて平然と帰ってきた，なんと デジカメの 液晶であっ 
れこの       の   モは さりげなく，ごく自然に行われ 
元 L      も停電に   われたときの緊急対応として 
          になるのではないでしょう カ、 

国             恒例，ホテルの     部崖 でのミッドナイト 

ミーテイング が       は蓼 川人数，       ともに少なかっ 

仁 そのため               会の予定など   頁 の決定がなさ 

れないままであった。理由を考察すると，のアルコー 

ノ 以 i 手に入りにくかった ， の グノ   プの人     ; 多く ， 

        するだけの キヤパ がなかった ，       崖 の 床が 木の 
ままで直に座るスペースが少なく，                           が     、 

あった，などが挙げられる。しかしそ       寝不 疋の 
日ヵ           、なく，         にはまじめに参 力     、きた (?) 。 

    をくれた人 4 
      の 旅で ―   変な思いをされたのが松本   で 

あったことは誰もが思うこと。旅の宮           大けが， 

往 きのマイアミ空港でのスーツケースの紛失， 靴   
損などいろんな アク、       " シト が先生の身に ― 気に降り 

ヵ功 りたかのようでした。しかし，先生はめげる姿を 
我 みに見 七 ることなく，メリ ダ に到 情 後直ちに，荷物 
が もどって来るまでの生活 必 需品     のスタッフの 
協力でそろえられ，さらにはご自       ポスター 
をその場で作   ることまで考えられていた。とても 
私にはまねのできないことです。ポスター   の前日， 

紛   、ら 5 日目 [ こ           スーツケース がメリダの ホテル 
に届いたときには，国を問わず               力   全員でバン 

ザイ，そして     でした。松本先生の精神力，忍耐力 
に改め           を表します。 

B    em    には べ ネズエラ 到   から         終了ま 
で ，すべての   で細 L 襯 団と   を頂い仁また， 

仲 の良い二人の姿を見るにっけ， うらやましさを感じ 

たの f 闘ぎ けであったろう ヵ、 

仲 が良いといえば，       夫妻十   を抜いてい 
る。牛後のセッションがない日， 我み f 、 " 中に買 、、 " 
に出かけて帰ってくると，お二人が   のテープルに 

座って，       先竺十         き ， Sue さんはゆっ 

たりと読書をされてい仁「どこに オ〒つ てたの，何を買 
ったの，楽しかった 」 と優しく声をかけてくれた，そ 
の 横で ビール   んでしまって失礼しまし東 Q 

スペイン 語 
酒 共   に十     忙しい中，今回の旅     回から   巳 

までほとんどをお ― 人で   ってくださいました。あり 
がとうございました。 先竺の ス     ン語について十   
でに ス     ンの   wAnaIy5i5vI で実証されてい仁 
      ズエラ もス     ン             ，       カラカス空港で ビー 

ル を飲んでいて，全員つまみが欲しいということにな 
り ，メニューをもらったもののさっぱりわからない中 ， 

ポテトフライが運んて来られた。 先 竺 が   ダーして 
くれたらしいが，メニューにはな カり たそうだ。筆者 
はというと， "" もうまく扱えないのに，ましてスペ 

イン語なんて … ，と   まあきらめていたところ，酒井 
  から「今回十     口はダメだな劫と―喝 され， 目 

が 覚め 仁 「セルベッ サ ( ビーノリ， トレス」と生き抜 

くための必要最小限を覚え，その後，アミー ゴ たちと 
の コミュニケーションも   るよ 引 こなった。気の持 

ち方 ，，，イ。 " も， """ にと，大いに反省し 仁 
― 方 ，ス     ン語に関しては受田先生もす 刃、バ 

ス   で     、 中 ， トイレを見つけたので 久 ろうとす 
ると，しば "" の 言葉で書かれた張り紙を見ていた 
  はにのトイけカ L 周りの         、使えないんだっ 

て」と我々 を止めた。まわりの人に尋ねると，その 通   河酬       察揮     のはつ 肚勘ぺ 

L し 新 殆， の と コ   アミ も， で ラ エ ス 
  

  

アミー 土 など，たくさんの思い出をまた作ることがで 
き 仁         の 13thIC        桂       について     が 

行われ， 刃 田 年 4 月にラスベガス で     崔 の 予     、あ 

る。 久しぶりのアメリカ で ，また     の 方セとご   
できることを楽   にしております。 



学会     報 (2003.11 ～ 2004 ・ 刃 

( 徳島大 薬 ) 田中秀治 
  

第 49 回 ポーラ ロダ ラフィーおよび 母 気分析化学 討稀会 Glo21 溶媒抽出 FIA におげる反応試薬及び抽出溶媒の再 
山口大学 ( 宇部市 )  2003 年 11 月 22 ・ 23  日 利用 ;    PE を用いる ジ クワット及び パラ コートの 定 
特別 講演 フローインジ エ クション法を用いる水銀電極 へ 量 ( 愛知工大，エフアイエー機器 ) 山田洋平，樋口 慶 

の 吸着の研究 ( 高知大教育 ) 津本博道 郎 ，手嶋紀雄，酒井忠雄 
G1022  フロー分析法における 撹搾 手法について ( 里干木 すイヒ 

第 8 回 徳島地区分析技術セミナー 徳島大学 ( 徳島市 )2004 学 ，マイク 口 ラボ ) 榎並 敏行，石井大道 
年 3 月 15 日 G1023 雨水中微量 過酸化水素の高感度フローインジェク 
講演 Flowr 而 Ome 町の原理と分配 係   酸 解離定数測定へ ション分析 ( 岡山大理 ) 李貞海 ，大島光子，本水 昌二 

のその応用 ( 徳島大 薬 ) 田中秀治 G1024  1 ， 10- フェ ナントロリンによる化学発光を利用する 
Fe(III) のサイクリックフローインジェ タ、ン ヨン分析 

日本化学会第 別 吉期 年会 関西学院大 ( 西宮 甫 ) 2004 年 ( 東 理大 ) 石井泰 親 ，板垣昌幸，渡辺翔洋 
3  月 26-29  日 G1025  テフロンフイルターチューブ濃縮法を利用する 
2A2-44  キャピラリーチュープ濃縮法を利用する 錨 (11) の FIA によるクロム wI) の 吸光 光度定量 ( 東 理大 ) 東條 

フローインジェクション分析 ( 東 理大理工 ) 市原 史貴 ， 美由紀，板垣昌幸，渡辺 邦洋 
板垣昌幸，渡辺翔洋 G1026  フローインジェクションーフレーム原子 吸光 法によ 

2A2-45 1 ルミノール / ノレテ ニウム 011) 錯体試薬を用いた る鉄鋼中の銅の高感度定量 (f 葉大 X) 佐野 賀菜 ， 五 
FIA の開発 ( 同六社大 X) 福本和男， 峯元紘毅 ， 塚越 十嵐 香 ，小熊 幸 ― 
― 彦 ，中島 理 ― 郎 K2007 マイク ロ フローインジェクション分析法による グ 

ルコースセンサーの開発 ( 北九州大国際環境 工 ) 西浜 
日本薬学会第 ]24 年会 ATC ほか ( 大阪市 ) 2004 年 3 月 章平 ， 善光 民情， 吉塚和治 
29 ～ i31 日 P1033  電気化学発光 / 酵素リアクターを用いる FIA による 
2gT 川 -039  FIOwra 丘 ome 坤 ・原理および分配係数 logP ， 尿中 コリンの定量 ( 悟 州大理 ) 室賀昌博 ・金細 業 ， 

酸 解離定数 pK ，測定への応用 ( 徳島大 薬 ，神戸 薬大 ) 中村俊夫 
田中秀治，村田武史，中馬 寛 ，山上知佐子 P1042  Fe( 口 -1 ， 10- フェ ナントロリン系のサイクリッ ク フ 

2g[Pl]1-2M  オンライン光照射 FIA による酒類中キヌ レン 口 ―インジェクション分析 法 ( 岡山理大理 ) 南澤 ― 慶 ， 

酸 の蛍光定量 ( 帝京大 薬 ，桝田酒造 店 ) 馬渡健 ―， 桝 横山 崇 ，善本道雄 
田敬次郎，池田智子，小野田真紀，金子希代子， 中込 P1043 サイタリックフローインジェ タ ション分析法によ 
和哉 る化学的酸素消費量 (COD) の連続定量 ( 岡山理大理 ) 

29[P2]1-260 FIA ー化学発光法による機能性食品の―重項 酸 P1044  原矧 ，横山 崇 ，善本道雄 
素及び ヒドロキ シラジカル消去能の評価 ( 長崎大院医 P1044  フローインジェ タ ション分析法を用いたメチル オ 
歯薬 ) 加藤正之，和田光弘，城戸 浩胤 ，中嶋 弥 穂子， レンジの 酸 解離定数の測定 ( 岡山理大理 ) 山下 将斗 ， 

中島 憲 ― 郎 横山 崇 ，善木道雄 
P1045  フローインジェクション / ストップ ト フロー測定装 

高知地区分析技術懇談会講演会 高知大 ( 高知市 ) 2004 置の試作 ( 岡山大理， Chi 皿｣ M 田 University) BUr   
年 4  月 24  日 Ro 山皿 a ， Lap 川川血 Opp    m  SOmCh ぬ ，本水 昌二 
講演 フローインジェ タ ション分析法による化学分析の 目 P1046  銅 - ポル " フ イリン 錯 形成反応を利用した酸化 型 グル 

動化 ( 岡山大理 ) 本水 昌二 タチオンのフローインジェ タ ション分析 ( 北見工大 ) 
伊藤 純 ―，大森 祥司 ， 劉建華 ，山田 涼太 ， 小俣雁嗣 

第 65  回分析化学 討蒲会 琉球大学 ( 西原町 )  2004  年 5  月 PI  104  Spectrophometric  Flow  Injection  Analysis  for  the 
15 ・ 16  日 Determination  of  Trace  Amount  of  Iron  in  Ultrapure 
A2008  天然水中光化学誘起スーパーオキシド 陰 イオンの Chemicals ( 岡山大理，アドテック ) L 皿 yongSaS 肛 a    t ， 

フローインジェクション法による検出 ( 東菜 大竺命 ) 大島光子，久保田買， 餅米勲 ，土師 佐 子子，本水 昌二 
藤原 頑 多夫，相原真，佐久間英輔，熊田英 峰 P1105  ミク 口 粒子 固 相を濃縮・分離・反応場とする 吸光 

A2011 現場型計測のためのアルカリ 度 フロー式分析法の 度 検出流れシステムによる極微量 CrwI) の迅速簡便な 
開発 ( 京大院理，京大化研， 紀 本電子 ) 柳井健太郎， 定量 ( 山梨大教育人間，山梨 大 院医 工 ) 窪田敏章， 鈴 
岡村 慶 ， 宗 林由 樹 ， 紀 本英志 本保 任 ，山根 兵 

A2002 Qn-line  Coll 卸 tioMConCen 廿 a 廿 oIQn  ofFofm-aldehydein  Pl106  フローインジェ タ ション法を用いたコンタリート 
Air  by  FI  Spectrophotometric  Detection  Coupled  with 中全塩素のその場分析 ( 鋼管計測 ) 吉川裕 泰 ，永田 昌 
Chroma 由 membr 狙 e  CelI  ( 岡山大理 )  S 「血紅 a 而比皿 嗣口 

Piy 狙ぬ e ，大島光子，本水 昌二 
G1019  ホームメードフローセル 型 検出器による水中の 亜                                                                                                                                                                                                                                                                                                     

硝酸・硝酸の分析 ( 彦総研中国 セ ，近大 院 ，熊本大理 )  ・最近の学会，講演会から抜粋しました。 
平田静 子 ， Sa    四 anK      key 皿 ， VL 寸 eFMmi    血 a ， ・内容が判断できない場合はタイトルに " フローインジェ 
加 冶屋 資 ，相原時八，戸田敬 クション " あるいは " フロー " とついているもののみ採択 

G1020  血清 中 成分のフローインジェクション分析におけ しました。 
る チタン (Iv トポ ルフィリン試薬の検出特性 ( 東 葉大 )  ・見落としなどお気付きの点がございましたならお手数で 
高村喜代子，松原チョ すがご― 報 下さい 
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